
「未来へのきずな」指導用資料集　取材分担表　　多賀城市小・中学校防災主任会

章 ページ タイトル 写真 映像
写真・映
像担当

写真ファイル名 作文 取材担当 東北大 多賀城高校 多賀城市
回答例
の作成

ワークシー
ト

の作成
新聞 その他

８，９ わたしたちの宮城
・多賀城の自然
・多賀城の町並

Ａ班 ８－○○

12、１３ 地震による被害

・建物の倒壊
・土砂崩れ
・火災
・津波
・地盤沈下
・液状化現象
・困難な生活
（避難所、配給）

同左 Ｂ班 １２－○○

・困難な生活
（避難所、配給、電気・
ガス・水道などが止ま
る、トイレやふろが使え
ないなど）

各校防災主任

地震の仕組み
（断層型・プレート境界
型）
主幹教諭

データ

１４、１５ 大震災を経験して ・大震災が起きた時 各校防災主任

１６、１７ 津波を知る
・津波の力
・津波の範囲
・津波が川を上る

同左 Ｃ班 １６－○○

・津波の速さ・力・動き
・津波の範囲
・津波の歴史
主幹教諭

・津波の範囲
・津波の歴史
主幹教諭

・津波の範囲
・津波の歴史
主幹教諭

・津波の範囲
・津波の歴史
主幹教諭

津波を理解
する教材
主幹教諭

１８、１９ ぼくの震災日記 ・津波の様子 各校防災主任

２０、２１ 台風などによる被害

・大雨（局地的）
・強風
・大雪
・落雷
・竜巻

同左 主幹教諭 ２０－○○
データ
主幹教諭

２２、２３
学校にいるときに地
震が起こったら

・教室
・特別教室
・階段
・昇降口
・体育館
・校庭

同左
各校防災

主任

（例）
２２－touhou○○
（学校名をいれ
る）

・身の守り方
（教室、特別教室
　階段・昇降口
　体育館、校庭）

各校防災主任
Ｐ２２
主幹教諭

２４、２５
家にいるときに地震
が起こったら

・台所
・リビング
・風呂
・庭　など

同左 主幹教諭 ２４－○○
・身の守り方
（家の中、庭）

各校防災主任
・避難場所
主幹教諭

・避難場所
主幹教諭

Ｐ２４
主幹教諭

Ｐ２４

２６、２７
登下校中や外で地震
が起こったら

・道路
・店
・エレベーター
・バス
・高い建物

同左 Ｄ班 ２６－○○
・身の守り方
（登下校中、外）

各校防災主任
Ｐ２６
主幹教諭

通学路
（市教委）
主幹教諭

２８、２９
津波から身を守るた
めに

・津波注意
・津波避難場所
・津波避難ビル

主幹教諭
多賀城高

２８－○○
地図（等高線）
・高い場所
主幹教諭

地図（等高線）
・高い場所
主幹教諭

地図（標識）
・津波注意
・津波避難場所
・津波避難ビル

地図（高いビル）
主幹教諭

３０、３１
台風などから身を守
るために

・被害の事例
・助かった事
例
主幹教諭

気象庁
警報・注意報
主幹教諭

３２、３３ 家族で話し合おう
防災手帳
主幹教諭

３４、３５
防災マップ・復興マッ
プをつくろう

・避難所
・復旧・復興した
場所
・防災施設

主幹教諭 ３４－○○
地図（防災施
設）
主幹教諭

地図（防災施設）

復興マップ（計画
案）
主幹教諭

中学年

１
　
災
害
に
つ
い
て
知
る

2
　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る



章 ページ タイトル 写真 映像 作文 東北大 多賀城高校 多賀城市
回答例
の作成

ワークシー
ト

の作成
新聞 その他

３６、３７
助け合って生活する
ため

・避難所
（役割分担、配
給、掲示物等）

同左 主幹教諭 ３６－○○

・避難所
（役割実践例、助けられ
たこと、困ったこと、工
夫したこと）

各校防災主任

３８、３９ 大丈夫
ボランティア活動
（通常）

各校防災
主任

（例）
３８－touhou○○
（学校名を入れ
る）

Ａ　ボランティア活動
　※自らの実践
Ｂ　助けてもらった

各校防災主任

４０、４１
まちの防災施設・標
識

標示
主幹教諭

４２、４３ 災害時の救助活動

救助活動
（日本赤十字
自衛隊、消防
警察、海上保安
庁
電力会社、建設
業者、医師・看護
師、海外からの
救援など）

同左 Ａ班 ４２－○○
・救助活動
（うれしさ、感謝
尊敬等）

各校防災主任
データ
主幹教諭

４４、４５
悲しい気持ち、こわい
気持ち

望月先生に
相談

４６，４７
みんながいたからが
んばれた

Ａ　復興・復旧のために
働く人
Ｂ　みんなでいることの
よさ
Ｃ　震災を乗り越えて

各校防災主任

データは、「いの
ちをあたあため
て」の中にも校区
ごとにあり。
テーマごとに整理
が必要。

「みんなの防災手帳」
との関連

「命をあたためて」か
らの資料

中学年に縛られず構
成
＋　関連表

※資料収集の方針

①写真・映像資料の収集について：副読本での学習に当たり，①児童生徒が各種災害等を身近な問題としてとらえることができるもの，②各種災害等の特徴がよくわかるものを収集する

②作文の収集について：震災後の児童生徒作文や学校行事のあいさつなどで，児童生徒の心情が感じ取れるもの（一部抜粋可）を収集する

「見聞憶」に写真と映像が
ある。
使えるものと使えないもの
がある。
膨大な資料なため、テー
マ・校区別に分類が必
要。

４　公の
支援と備

え

５　心の
ケア

３　助け
合い・共
に生きる


